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明治期の 少女雑誌には､ 父の死 によっ て 扶養者を失い生活苦にさらされた ｢少女+ の物
語を複数見る ことがで きる ｡ 本稿は､ これ らの転落する ｢少女+ を主人公とす る小説作品
に描かれた階層差を超えた少女間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを事例としで , ｢少女+ の自己規
定の あり方に つ いて 明らかにする こ とを試みるもので ある2｡
転落する ｢少女+
｢多喜子 は固より美佐子も涙を禁める事は出束ませ んで した､ 多喜子の阿父様さへ 生
きて被在 つ たら此様な事 にもならなか つ たで せうの に ､ 阿父様が死 つ た計りで ･ - - と
思つ て は泣き､ 美佐子さんは是から知らない人ばかりの所へ 待つ て , 固 mLま多喜子さ
んは何か為て生活 を助けなければならないさうだけれ ど､ まあどんなに辛い ことだろ
うと思つ て泣 桝ま, 多喜子さんは､ 今迄仲好く遊んだ美佐子さんとも最早今 日限り逢
へ ないかも知れない ､ 妾が居なくなつ たら美佐子さんはどんなに淋しいだらうと思 つ
て泣きました+
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(｢友垣+)
上記は, 銀漢による小説 ｢友垣+ からの 引用で ある｡ この物語は, 父の死 によっ て ､ そ
れまで何不自由なく暮らして いた少女美佐子が, 貧しい階層へ と転落し, 牛乳配達を して
生計を立て る ことになる とい うもので ある｡
明治期の少女雑誌には, 父等の扶養者の死やあるい は病気､事業の失敗等を要因 として ､
生活苦にさらさた少女の物語を複数見る こ とがで きるo このような小説は､ 資本の蓄積の
薄い新興の中産階級の女性たちが､ 家計の支持者の死や柄気によ っ て転落の危機に常にさ
らされて いた こと
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､ この危機を少女も認識せずに はい られなかっ たことを示 して いる と考
えられる｡
二 人の ｢少女+ 一 階層差を超 えて
｢『糸子さん, お名残惜しう ございますけれど､ 束が急きますから､ もうお暇いたしま
せうo あんまりお襲わりにならない貴女を見て , 嬉しくも､ 羨ましくもなりましたわ ｡
今度はいつ お目にか ゝ れるかも知れませんのねえo』 と, 常子はまたしても ー 雫ポロ リ
として ､ 糸子と顔を見合せ ました｡ (略)
二人はすり苛つて ､ ひしと手を取つ て ､ 暫く無言の まゝ にすゝ り泣くばかりでしたo+
5
(｢雨の日+)
小説 ｢雨 の日+ は次の ような物語で あるo ある雨の 日､ 主人公糸子の家に ､ 三年前より
47
消息の 知れなか っ た友人常子が突然訪れる ｡ 糸子が , 常子に 三年間の所在 をたずね ると､
常子 は､ 父の死後家の采配を握っ た継母に よっ て何の説明もないままに汽車に乗せ られ朝
鮮に養女に 出されて しまい 日本に帰っ てく る ことがで きなか っ たの だ と述べ る o 二 人は再
会を喜び､ そ して別れを惜しみ無言 のままにすすり泣く o
主人公糸子は事を取りあ っ て涙 を流すこ との他 ､ 友人常子 のために でき ることはなか っ
た｡ しかしながら､ 少女問の友情は､ 苛酷な状況 に陥っ た少女 に と っ ての 心の支えとな る
ものだ っ たの で はな いかと考えられ る
6
｡
例 えば､ 沼田笠峰による 小説 ｢初族+ の主 人公静代は､ 両親に早くに死 に別れ義理 の伯
母の家に預けられて いたが､ さらに 田舎の若い伯母の所へ 行かねばな らなくなる7｡ 都会に
育ち､ 田舎を知らない静代 にとっ て 不安な旋ではあっ たが ､ ｢『な つか しい 幸子 さまに - 鄭
の たより』 とい うやうな事鋸を書 い たら ､ どんなに詩的な こ とだらうな どゝ ､ 見しらぬ打
合の さまを美しう想像します と, そ ゞ ろにわかい 心がときめいて ､ かすかな笑みさ へ 浮ん
で , 淡い 望みが湧く+ 呂の だっ た.
｢心 の姉+
沼田笠峰は､ ｢心の姉+ と題する 小説 を記して いる9.
主人公お寺さんは､ 14才 になる女中奉公 に従事する少女で ある ｡ 父母と死に別れ ､ 姉の
カで 小学校に適 っ て いたものの ､ そ の姉も夏のはじめにイ ンフル エ ンザで死んで しまう｡
そ こで ､ お春さんは学校を退学し､ 青山で女中として奉公する ことに なる｡ お春さんは､
朝夕に ､ 亡き両親や母や姉を思い , 一 人泣く寂しい日々 を過 ごして い た｡ そんなお春さん
の ただ 一 つ の慰めは､ 毎日路上ですれ違う令嬢 一 年の頃は 15 - 6才, お下げにした髪に
茶色 のリボンを結び､ ダイヤ玉の光る手袋をはめ上品で美しい - の 存在で あり, お暮さ
んは彼女を自分の姉､ ｢心 の姉+ と決め ､ けれど声をかける こともで きない ままただひ そ か
に思 っ て h た. そ んなある 日, 激しい突然の雨にみまわれたお寺さんは､ 軒下で雨宿りを
して空の 晴れる の を待っ て いたo そ こに通りがかっ た令嬢 - お春さんが ｢心の姉+ と脚
に秘 める少女 - が, 寒そう に雨宿 りするお春さんの ために傘を差し出すの だo 同じ傘の
下, 肩を漉べ 歩く道々 で ､ お寺さんは､ 令嬢の名は玉子 とい う こ と､ 立派な門構えの家に
住んでい る こと , 毎日出会うの は英語 の稽古からの帰りだとい う ことを知る ｡ 二 人はそ れ
をきっ か 捌こ親密になり ､ 毎日立 ち話 をする だけではなく つ い に は令嬢玉子の家で共に遊
ぶように なる ｡ 玉子もまた寂しい気持ち を抱えており､ 父は台湾で働い ており､ 兄は札椀
の学校に 学び､ 家で は病身の母と二 人きりだっ た｡
玉子とお暮さんは互 いの寂しさを共有し, ｢今日から改めて姉妹に なりませう｡ 而 して ,
どんな悲しい ことがあつ て も, 一 緒に慰め合つ て , お互 ひ にカ になりませ うね+ 10と誓い
あう｡ 寂しさ と不安感 こそが ､ 階層を超え二 人の少女の秤とされた こ とがわかるふ
と ころが､ 玉子 は父の急病によ っ て , 突然に遠い台湾に旅だっ て しまう｡
富裕な暮らしをして いる 玉子もまた父が病死したならば, 経済的な安定は保証されて い
るとはい えないの で ある ｡ 二 人が再会で きる可能性はおそらく低い もので あろうo 二 人は ､
ただ胸の うちで ､ 心の姉そして妹を思う こ としかできない ｡ しかしながら､ 彼女たち を結
び つ ける心の秤 こそが , 彼女たちの孤独さを埋めるものだ っ たの ではないか ｡
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転落からの救済
この ように ､ 少女雑誌は, 少女たちに転落の可能性を, 繰り返し繰り返し提示した｡ で
は, 少女雑誌 には､ 転落からの脱出や救済の 可能性に つ いて記されて いないのだろうか｡
H O とイ ニ シ ャル のみ の署名によっ て ｢千代子の 日記+ と題された小説に 臥 救済可能
性が提示されて いる11｡
主人公 ｢私+ には､ 愛子という友人がいた｡ 愛子は両親の死 によっ て ､ 学校 を退学する
こ とになる ｡ ｢私+ が愛子を訪ねると, 愛子は, 女中がわりに使われて い た｡ ｢私+ が案内
された部屋は､ もと物置きだ っ た場所で , ト 方 にや つ と高い小窓があるばかりで ､ 三方は
古い板戸や荒塗りの壁で ､ それに古新聞や苗暦がはつ て ありまして ､ 畳も心が出て+ いる
素未な場所で , 愛子さんは ｢こ ゝ が私の部屋ですの, といつ て ぢつ とうつ ぶして 了ひ+､ ｢美
しい蟹の お髪がゆら へ と動い て , 熱い涙がハ ラ へ とお膝に落ち+ るⅠ2｡ しばらく して
｢愛子さんは鼻をかんで ､ 涙の みなぎる目で ジツ と私を見て ､ 今はマ ア女中代わりをして
ゐますが , 身健 がもう こんなになつ て しまひ ましたから, さうい つ まで もお世話になれま
せんし､ といつ て行く先もありませんけれ ど, 皆天罰だとあきらめて ゐますわ ､ 今で は唯
早う亡くなつ た父や母の傍へ い つ てと, そればつ かり待つ て ゝ よ｡+ 13と言い ､ ｢私+ の膝
に泣 き伏す｡
愛子は､ 何らかの病気を患っ て いる のだろう｡ 絶望的な状況にある 愛子を ｢私+ は､ ｢私+
の母 と二 人で , 病院に連れて行く ｡ さらに､ ｢私+ の母は愛子さんが女中がわりをして いる
家の 人と話をつ 軌 愛子さんは ｢私+ の家に共に暮らすことになる ｡ ここでは, 両親の死
によ っ て 転落し貧困と病気にさらされた少女を､ 他の 少女 (少女自身には経済力がないた
め実際にはその保護者で ある少女の母) が救っ て いる ｡
これと類似した小説が沼 田笠峰に よる ｢花の友+ で ある1
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o 主人公の花子は､ 病身の母
のために尽くす孝行な娘で あるが ､ 貧しいために学校で学ぶ ことができな い｡ 父は登場し
ない ので , 死別 して い るのかもしれないが､ この点に つ いて作中で 説明はなされて いない o
花子 がい つ ものように ､ 母のために病院に薬を受け取 りに行っ たそ の帰り道で ､ 小 さな子
どもが馬車に ひかれそうになっ て いた o 花子は, と っ さに道の真ん中に飛び出し､ 子 ども
を抱き寄せ, 馬車から助 ける ことに成功するo 馬車から出て きたの 臥 ｢ボアの襟巻と､ 顔
の色の 白いの とが､ たそ がれ時にもクッキリと際立つ て 見え+ る美しい少女で , ｢何威か良
い家の令嬢+ で あっ たI5o この 令嬢百合子 と花子は､ 『少女世界』 誌上の投稿欄の常連で あ
る こ とが判明する ｡ 花子 と百合子 は､ この事件を契機に手就のやりとりを続け親密になる ｡
百合子は ､ 学問が好きで ある のにもかかわらず貧しいがゆえに学校に通えない花子をあわ
れみ､ 自分の家の 小問使n として引き取り､ 青山の女学校に通わせ るの で ある ｡ そして ,
この 二 人の少女の間柄は , ｢少しも主従のやうな様子はなく, 美しい友だちの交わり+
16だ
と記されて い る ｡
たしかに, 『少女世界』 投稿欄には､ 女中奉公等労働 に従事する少女たちの投稿を見る こ
とがで きるo 例えば､ 懸賞作文 ｢少女と立志 と+ には､ 大分県で ｢女中+ として奉公する
宮田ひ で子による ｢私が志望+ と志する作文が掲載されて いる ｡ 宮田は､ ｢私の望みは小学
教師､ 是には深い意味があるのです ､ 私は慈愛深き父母の命によつ て 小峯校を退き､ 膝下
を離て普家に下女奉公に遣はれしは､ 今年の九月頃で あつ た｡ 初めは少しも勝手がわから
ずo 何をなすにつ けて も我家の怒 しさに , 両親の事ばかり思ひしが追々 勝手も分り､ 今は
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却て 面白き位に なり､ 御主人に も愛せ られて ､ 漸く にして夜分に裁縫学校に も通い居るが ､
まだ志望はまげません然 し､ 私は勉強して 居りますか ら､ 志望 をとげる ことが出来まし ょ
うか? +
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と記して い る ｡
誌上で の投稿文を通じて知 り合っ た少女たちが事故をき っ かけに実際 に出会い､ 友人と
なる物語 ｢花の友+ は , 少女たちに よる共 同性を階層を超えたもの として提示 して い る と
いえよう ｡
久米依子 は､ 明治期の少年雑誌 『少年世界』 の 特徴を次 の ように述 べて いる ｡
｢『少年世界』 は ｢日本帝国+ と ｢少年+ の関係 を強くア ピ ー ルし, 戦記､ 英雄伝､ 冒
険小説に よ っ て ､ ｢少年+ の活躍と国力の発展が重なり合う物語世界を繰り広 げた｡ 国
を担うという大目的とそれを支える共同体意識で読者間を結び付ける - 『少年世界』
は (未だ成 らざる) 不安定な少年たちに ､ 自信 と目標と頼もしい仲問を強く示してく
れ る少年誌 であ っ た o+
柑
少年たちの不安定さが ｢未だ成らざる+ こ とによる ものす なわち未来へ の期待や展望 と
隣あわせ になっ た もの で あっ たの に対し, 少女たちの不安定さは現在の生活からの転落に
対する危機感と隣合わせ になっ たもので あっ たとい えるだろう ｡
結論
わたしは先の論文で ､ 就学期に あっ て ､ 出産可能な身体を持ち つ つ も結婚まで猶予され
た期間を ｢少女+ 斯 と捉えたⅠ9｡
で は貧しい階層の同年代の女性たちは ｢少女+ に含まれ る こ とはなかっ たのか という疑
問が浮かぶ ｡ 確か に貧しい女性が学校に通う ことは難 しい ｡ しかしながら, ｢少女+ とい う
存在 に憧れ近付きた いと願う ことはで きる｡ それは , 現実に彼女たちが知る女性で ある必
要はない ｡ 小説世界の表象としての ｢少女+ を, 心の姉として胸に秘める ことは誰しもで
きる のだ ｡ 少女雑誌は､ 階層を超えた少女同士 の連帯を描く小説作品を掲載する こ とに よ
つ て , 学校に通う ことので きな い層の女性をも ｢少女+ という表象に取 り込もうと したの
だと解釈で きる だろ う｡
さらに言えば､ 富裕に 生まれたのだ として も､ 少女たちは経済力を持っ て いないため父
の死や病気､ 事業の 失敗等によっ て ､ 簡単に階層的に転落しうる存在なの で あるo 少女雑
誌誌上で ､ ｢少女+ たちの 共同体意識を支える もの の 一 つ として 提示されて hたのは､ 危機
感からくる不安感 と, それらを共有しあい同情しあう ことだ っ たといえるだ ろう｡
稿は ｢/ト説+
負+ として
て捉えたい .
ケムによる
｢小説+ によっ て 明らかになるのをま ｢表象+ に過ぎず ｢現実+ で はないとい う批判もあるだろう｡ 本
を､ アナル学派の歴史家ア ラン ･ コ ルパ ンが提起した ｢社会的想像力+ あるいは ｢社会的表
一 社会における秤を維持するための概念, 諸々の集団の結びつ きを保証するための概 J% - とし
コルパ ンは､ ｢社会的想像力+ ある いは ｢社会的表象+ という概念を主にエ ミ ー ル ･ デ ュ ル
｢集合表象+ に依拠 し展開した(corbin, Al ain, Le Te mps, le De
･
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文学 - 7 ラ ン･ コ ル パ ン氏を囲んで+ 小倉孝誠他訳 『時間 ･ 欲望 ･ 恐怖 - 歴史学と感覚の人類学』 藤原
書店､ 1 99 3[平成5] 年､ 33 3- 34 ペ ー ジ).
5 0
に着目した､ 本田和子､ 今田絵里香､ 森川理恵子 ､ 佐藤(佐久間) りか等による研究がある (本田和子『子
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どもの南野から』 人文書院､ 1 98 3[昭和58] 軌 本田和子 『女学生の系譜』 紀伊国屋書店､ 1 990[平成2]軌 今田絵里香 ｢少女雑誌に怠 ける 『少女ネッ トワ ー ク』 の成立と解体 -1 93 1- 94 5年の少女雑誌投稿
欄分析を中心に -+ 『教育社会学研究』 7 0､ 20 02[平成14] 年5 札 森川理恵子 ｢明治末 ･ 大正期の少女雑誌の 世界 一 『少女の友』 における ｢現実+ と ｢虚構++『人間発達研究』2 2､ 19 99[平成1 1〕 年 7 月｡
佐藤 (佐久間) りか｢ 『活き誌上で ご交際を』 一 明治末期少女雑誌投書槻に見る読者共同体の研究+ 『女性
学』 4, 19 96[平成8] 年12月)｡ ま た､ 読者の集う愛読者会とそ こで の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に つ い てふ
れた , 永井紀代子､ 今田絵里香等の研究がある (永井紀代子 ｢誕生 ･ 少女たちの解放区 - 『少女世界』
と『少女読書会』 - + 鶴見和子他監修 『女と男の時空 一 日本女性史再考 Ⅴ 囲ぎ合う女と男』藤原書店､
199 5[平成7] 年｡ 今田綾里香前掲論文)｡ 少女小説に掲載された小説作品とそ こに描かれた少女問のコ
ミ ュ ニケ ー シ ョ ン につ いての先行研究としては, 苫屋信子等の描く同性思慕的な友愛関係につ いて考察した久米依子の 論考がある (｢構成される 『少女』 一 明治期 『少女小説』 のジャ ンル形成+ 和 本近代文学』
68､ 20 03[平成15] 年5月)｡
日本近代期における少女問のコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンやそ こで の自己規定につ い て 臥 少女雑誌の投稿棉L.ら T l ヽ tー
銀渓 ｢友垣+ 『少女界』 第 7巻第1号, 金港堂書籍､ 19 0 8(明治4 1)年1 月, 43-44 ペー ジ｡
阿部武司, 西川俊作編 『日本経済史 4 産業化の時代 (上)』 岩波書店､ 19 90(平成2) 年｡
なで しこ ｢両の 日+ 『少女樫界』 第5巻第10号､ 博文鯨 ､ 1 91 0(明治4 3)年7月, 7 5 ペー ジo
久米依子は､ 明治 4 0年代初頭から活躍 した少女小説家尾島菊子による､ 実母を亡く した少女が継母等
の女性にむごい仕打ちを受ける ｢少女不幸物語+ に着日し, 尾島作品にお” Tは根本的な解決はなく, 餐
け身の忍従が強調されて い る こ とを指摘して い るo 久米は, ｢少女不幸物語+ において描写されている家
庭内の女性の不和は, 家父長御内のヒ エ ラル キ ー 構成による女性間の分断を示しており, 少女は父の忠実
な娘とならざるをえないことを繰り返 し教える機能を持つ と述べる (久米依子前掲論文)｡ 久米の指 掛ま
家父長制に基づく家族内の少女の位置づけを明らかにした点で卓抜なものである｡ しか しながら, 本掛ま､
家庭内の事情により転落の危機 にさらされた少女を救済する可能性を持つ もの として ､ 家庭外の少女間の
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に着日したい ｡
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19
渡部周子 ｢明治期における 『少女』 の 国民化過程の考察 - 『純潔』 規範を事例として - + 『千葉大学
社会文化科学研究』 8､ 2 00 4(平成1 6)年2月 ､ 77-85 ペー ジ｡ 渡部周子 『日本近代期における規範と して の
｢少女+ 像の形成』 千葉大学大学院社会文化科学研究科博士学位論文､ 20 04(平成16)年 9 凱
沼田笠峰 ｢初旅+ 『少女世界』 第6巻第1号, 博文館､ 1 9 11(明治4 4)年1月､ 4 0-4 4 ペー ジo
沼田笠峰前掲文, 1 91(明治 44)年1月､ 43 ペー ジ｡
沼田笠峰 ｢心の姉+ 『少女世界』 第4巻第1号､ 博文館､ 1 90 9(明治4 2)年1月 ､ 3 4-4 0 ペー ジ｡
沼田笠峰前掲文､ 1 90 9(明治42)年1月､ 3 9-4 0 ペー ジ｡
H O ｢千代子の日記+ 『少女世界』 第5巻第1 0号, 博文館､ Ⅰ9 10(明治4 3)年7月 ､ 78-82 ペー ジc
Ⅲ0 前掲文､ 7 9 ペー ジ｡
H O前掲文､ 7 9 ペー ジD
沼 田笠峰 ｢花の友+ 『少女世界』 第3巻第5号､ 博文館､ 19 08(明治41)年4月 ､ 4 ト4 7 ペー ジo
沼 田笠嘩前掲文, 19 08(明治4 1)年4月 ､ 42 ペー ジ｡
沼 田笠峰前掲文､ 1 9 08(明治4 1)年 4月 ､ 47 ペ ー ジ.
宮田ひで子 ｢私が志望+ 『少女世界』 第3第2 号､ 博文館 ､ 1 9 08(明治4 1)年1月 ､ 1 17 ペー ジ.
久米依子 ｢少女小説 - 差異と規範の言説装置+ 小森陽 一 ､ 紅野謙介 , 高橋修編 『メディ ア ･ 表象
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